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中間業績予想の修正に関するお知らせ

　最近の業績の動向等を踏まえ、本年５月２３日の決算発表時に公表した平成１４年３月期（平成

１３年４月１日～平成１４年３月３１日）の中間業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知

らせいたします。

記

１．１４年３月期の個別中間業績予想数値の修正（平成１３年４月１日～平成１３年９月３０日）

（単位：百万円）

売　上　高 経常利益 当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ３３，０００ ２００ ２００

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ２９，０００ 　　△　５００ 　１５０

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △　４，０００ △　７００ △　　　５０

増 減 率            （％） △　　１２．１ 　　　－ △　２５．０

（ご参考）
前期実績（平成 12 年 9 月中間期）

３１，９９５ ４８９ ２５３

２．１４年３月期の中間連結業績予想数値の修正（平成１３年４月１日～平成１３年９月３０日）

（単位：百万円）

売　上　高 経常利益 当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ４５，０００ １，０００ ６００

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ４０，０００ ３５０ ３５０

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △　５，０００ △　　　６５０ △　　　２５０

増 減 率            （％） △　　１１．１ △　　６５．０ △　　４１．７

（ご参考）
前期実績（平成 12 年 9 月中間期）

４４，００８ １，３４９ ８００

　　　なお、平成１４年３月期の通期業績予想につきましては、中間決算発表時に見直しを行う予定

　　であります。



２．修正の理由

　　（単　体）

　　　当中間期の売上高は、主要需要先である自動車・建設機械業界等における急激な需要減少によ

　　り特殊鋼鋼材及びばねの減収が大きく、前回予想に比べ４０億円減の２９０億円となる見込みで

　　あります。

　　　経常損益につきましては、売上高の減少等により、前回予想に比べ７億円悪化し、５億円の損

　　失となる見込みであります。

　　　一方、特別損益として昨年１２月に売買契約を締結した千葉県市川市に所在の千葉製作所市川

　　工場用地の引渡しを本年９月２６日に行ったため、土地売却益１８億７千万円を計上するととも

　　に、同工場設備を市原市に所在の千葉製作所に集約するための費用５億８千万円を工場移転損失

　　として計上する見込みであります。また、平成７年に売却した旧東京製作所跡地（東京都江東区）

　　関連の固定資産処分損７億円を追加引当する予定であります。

　　　この結果､当期純利益（中間利益）は、前回予想に比べ５千万円悪化し１億５千万円となる見

　　込みであります。

　

　　（連　結）

　　　当中間期の連結業績予想の修正は、主に単体の予想修正によるものであります。

　　単体の減収等により、当中間期の売上高は、前回予想に比べ５０億円減少の４００億円となる見

　　込みであります。

　　　また、経常利益は単体の赤字を主として海外子会社の収益でカバーし黒字となりますが、前回

　　予想に比べ６億５千万円悪化して３億５千万円、当期純利益（中間利益）は同じく２億５千万円

　　悪化して３億５千万円となる見込みであります。
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